
☆
六
月
に
平
和
を
願
う

ー
七
十
二
年
前
の
浜
松
大
空
襲
か
ら
学
ぶ

ー

六
・
一
八
浜
松
大
空
襲

◆
一
九
四
五
年
敗
戦
の
年
、
二
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
米
軍
機
に
よ
る
浜
松
空
襲
は
六
月
十
八

日
ピ
ー
ク
に
達
し
、
こ
の
日
だ
け
で
一
二
〇
〇
人
、
敗
戦
ま
で
に
約
三
五
〇
〇
人
が
死
亡

し
ま
し
た
。

◆
街
は
一
面
の
焼
け
野
原
と
な
り
、
瓦
礫
と
多
く
の
死
者
を
前
に
市
民
は
悲
し
み
と
絶
望
の

ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
七
二
年
、
こ
の
出
来
事
は
次
第
に
忘

れ
ら
れ
平
和
の
あ
り
が
た
さ
の
感
覚
も
薄
れ
て
き
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
七
十
二
年
、
何
か
が
お
か
し
い

◆
先
の
大
戦
で
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
で
二
千
万
人
、
日
本
人
三
百
万
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
度
と
こ
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
国
際
公
約
と
し
て
平
和
憲
法
・
第

九
条
が
生
ま
れ
た
の
で
し
た
。

◆
し
か
し
、
「
あ
の
戦
争
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
国
を
再
び
戦
争
の
出
来
る
国
に
し

よ
う
」
と
、
憲
法
九
条
の
改
悪
を
も
く
ろ
む
勢
力
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

◆
安
倍
さ
ん
は
（
九
条
の
尊
重
を
装
っ
て
）
、
九
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
加
憲
を
行
う
と
言

い
出
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
新
安
保
法
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
海
外
で
も
武
力

を
行
使
す
る
明
ら
か
に
憲
法
違
反
の
軍
隊
で
す
（
大
多
数
の
憲
法
学
者
が
同
意
見
）
。

◆
こ
の
異
物
（
軍
隊
）
を
平
和
憲
法
に
埋
め
込
ん
で
お
い
て
、
後
か
ら
「
こ
れ
が
あ
る
の

に
戦
争
放
棄
、
戦
力
不
保
持
の
九
条
は
お
か
し
い
、
変
え
よ
う
」
と
、
持
っ
て
ゆ
く
の
が
、

現
政
権
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
今
審
議
中
の
「
共
謀
罪
」
も
戦
争
へ
の
準
備
と
み
ら
れ
ま
す
。

戦
火
を
生
き
延
び
た
市
民
の
木
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
よ
せ
て

◆
か
っ
て
市
内
御
幸
通
り
に
四
六
本
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
の
戦

火
で
全
滅
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
三
本
が
奇
跡
的
に
新
し
い
芽
を
吹
き
、
生
き

延
び
ま
し
た
。
今
も
浜
松
駅
北
口
広
場
に
そ
の
一
本
が
市
民
の
木
と
し
て
立
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
と
の
二
本
も
移
植
さ
れ
浜
松
城
公
園
と
飯
田
公
園
で
元
気
に
葉
を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
）

◆
こ
の
木
は
、
私
た
ち
に
何
を
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な

ら
な
い
、
如
何
な
る
戦
争
も
！
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

二
〇
一
七
年
六
月
十
一
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
０
４
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

★
六
・
一
八
浜
松
大
空
襲
と
平
和
憲
法
を
心
に
刻
む
集
会
・
講
演
会
の
お
知
ら
せ
★

講
演
「
浜
松
の
陸
軍
航
空
部
隊
の
ア
ジ
ア
爆
撃
と
米
軍
の
浜
松
空
襲
」

講
師

竹
内
康
人
氏

（
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
員
、
近
代
史
に
関
す
る
著
書
多
数
）

日
時
・
会
場

六
月
十
七
日(

土)

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

遠
州
教
会
（
紺
屋
町
）

共
催

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
、
県
西
部
平
和
遺
族
会
、
日
本
友
和
会
静
岡
支
部

u 平和憲法を通して物事を見よう ◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



〔
写
真
上
、
六
・
一
八
大
空
襲
で
瓦
礫
と
化
し
た
浜
松
市
街
、
左
に
旧
松
菱
デ
パ
ー
ト
の
残
骸
〕

〔
写
真
下
、
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
。
浜
松
駅
前
で
戦
争
と
平
和
を
語
り
続
け
る
〕

日
本
国
憲
法
・
第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放

棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
。


